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国産バイオ燃料

子担子菌によるwholecropの

直接エタノール発酵技術の開接 酵 発

バイオ燃料製造では、食糧と競合しないリグノセルロースを原料としたエタノール生産技

術の開発が望まれています。現在の生産方法では、価格の高い糖化酵素を大量に使用しなけ

ればならないため、コストがかかるのが問題です。そこで、糖化酵素の生産とエタノール生

産能を併せ持つエノキタケFv-1株を用いて、糖化酵素を添加しない【糖化発酵連結バイオ

プロセス(CBP)】の開発を目指します。

現時点では酵素の添加は避けられない状況ですので、まず使用酵素量と基質（バイオマス）

分解の関係を明らかにしました。また、エノキタケFv-1株は、高濃度のバイオマスを非常

に少ない重の糖化酵素を使用するだけで高度にエタノールへ変換可能であることを明らかに

しました。
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バイオマス濃度：15％酵素濃度0～9mg/gで検討酵素量:9mg/g使用

バイオマス濃度5，15，30%(w/v)で検討

エノキタケのエタノール生産能を検討するに先立ち、基質となるセルロースをバガスから調製し

ました。セルロース濃度と分解酵素濃度との関係を検討した結果、検討した量の糖化酵素では、15,

30%(w/v)の様な高濃度のバイオマスはほとんど分解されないことが示されました。

’2.エノキタケFv－1によるバガスセルロースからのエタノール生産

1．のバガスセルロースを基質に用い、エノキ

タケによるエタノール変換を検討しました。糖

化酵素を添加しない場合にはほとんどエタノー

ルは生産されませんでしたが、1．でセルロース

をほとんど分解できていない量の酵素を添加し

た場合には、バガスセルロースからのエタノー

ル変換率が約70％と高い値を示し、CBPが有

望な変換法であることが明らかとなりました。
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1.ノ(ガスセルロースの酵素分解


